
２０１４年２月１４日
株式会社ＮＴＴドコモ

代表取締役社長 加藤 薰

「スマートライフのパートナーへ」
～ドコモが取り組む新たな価値創造～



【出身地】 大阪府

【略 歴】

1977年（S52） 日本電信電話公社入社

1982年（S57） 技術局第二調査係長

1988年（S63） 神戸支社副支社長

1990年（H 2） 国際調達室担当部長

1992年（H 4） 北陸支社設備企画部長

1994年（H 6） エヌ・ティ・ティ関西移動通信網株式会社

資材部長 総務部担当部長兼務 設備部担当部長兼務

2002年（H14） 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ関西 取締役 経営企画部長

2005年（H17） 当社 特別参与

同年7月 三井住友カード株式会社 代表取締役兼専務執行役員

2007年（H19） 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ関西 常務取締役

同年7月 同社 常務取締役 経営企画部長

2008年（H20） 当社 取締役常務執行役員 経営企画部長

2012年（H24） 当社 代表取締役社長

（現在に至る）

自己紹介
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競争力強化に向けた取り組み
スマートライフのパートナーへ

「攻め」 に転じる各種施策・取り組み

モバイル通信市場の現状
NTTドコモの位置づけ

収入構造の変化

更なる成長に向けた取り組み
中期経営計画

経営体質の強化
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ＮＴＴグループにおける位置づけ

ＮＴＴ東日本 ＮＴＴ西日本 ＮＴＴ
コミュニケーションズ

ＮＴＴデータ

その他
グループ会社

長距離・
国際通信事業

データ通信事業 その他の事業

100％
*

100％
*

100％
*

54.2％
*

地域通信事業
不動産事業
金融事業

建築・電力事業

• 連結売上高 :  10.7兆円

• 連結営業利益 :  1.2兆円

• 従業員数 :  227,150名

• 連結子会社数 :  830社

営業収益

営業利益

従業員数

子会社数

36,582億円

925億円

81,320名

80社

16,579億円

1,213億円

33,430名

270社

13,035億円

858億円

61,370名

217社

12,576億円

536億円

27,150名

79社

ＮＴＴドコモ

移動通信事業

66.6％
*

44,701億円

8,364億円

23,890名

181社

*数字は議決権比率（2013年3月末現在）

Dimension
Data

100％
*

（注）2013年3月期。各セグメントの営業収益および営業利益は、セグメント間取引を含む。

ＮＴＴドコモは、ＮＴＴの連結子会社であり、移動通信事業会社
売上高はＮＴＴグループ全体の約４割、営業利益は約７割
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携帯電話市場における位置づけ
世界の主な通信事業者の中で、売上高では第５位
国内契約数シェアは第1位

（10億ドル）

【出典】 WCIS World Cellular Information Service 2012年の売上高

ソフトバンク

出典： 各社発表を元に当社が算出

（2013年9月末）

6,040万

（46.5％）
3,568万

（27.5％）

2,970万

（22.9％）

au

ソフトバンク

44.3％

au

（世界）売上高 第５位 （国内）契約数シェア 第１位

24.5％

28.0％0
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日本の上場企業における位置づけ

【営業利益ランキング】

日本の上場企業の中で、営業利益第3位、総合企業ランキング第4位

※ＮＩＣＥＳ（ナイセス） 第4位営業利益 第3位

出典： 2012年度営業利益ランキング 日本経済新聞社 2013.9.13現在

※ＮＩＣＥＳは「投資家」 「消費者取引先」 「従業員」 「社会」 「潜在力」の５つの視点から企業を評価。
これらを合算して総合ランキングを作成するシステム。

出典：2013年度版ＮＩＣＥＳランキング 日本経済新聞 2013.11.29

【総合企業ランキング】

・2011-2012年度は、2年連続第１位。
・様々なステークホルダーの視点から評価いただく

順位 会社名
営業利益

業種
(億円)

1 トヨタ 13,209 自動車

2 ＮＴＴ 12,020 通信

3 ＮＴＴドコモ 8,372 通信

4 ソフトバンク 7,450 通信

5 国際石開帝石 6,934 鉱業

6 ホンダ 5,448 自動車

7 ＪＴ 5,324 食品

8 日産自 5,235 自動車

9 ＫＤＤＩ 5,127 通信

10 ＪＲ東海 4,261 鉄道・バス

順位 会社名
総合

投資家
消費者・

従業員 社 会 潜在力
得点 取引先

1 セブン＆アイＨＤ 895 174 181 178 162 200

2 トヨタ自動車 860 169 164 147 189 191

3 日産自動車 858 144 161 200 175 178

4 ＮＴＴドコモ 857 173 178 199 178 129

5 東レ 856 143 164 200 161 188

6 キリンＨＤ 850 131 177 186 200 156

6 ホンダ 850 155 189 160 176 170

8 イオン 845 137 182 182 183 161

9 味の素 841 160 180 185 163 153

9 ダイキン工業 841 160 165 186 180 150

9 日立製作所 841 145 163 189 180 164

・通信業種は上位を占める。
・ＮＴＴドコモは、売上高第19位。
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ドコモ加入者数の推移

(万)

市場拡大フェーズ

成熟フェーズ

Stage1： 拡大期

Stage3：
スマホ時代Stage2： 成熟期

フィーチャーフォン時代

ＬＴＥへの移行を進めていく
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ドコモの収入構造の変化

 -

 1

 2

 3

 4

 5

 6

96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12

音声収入

（兆円）

1999年2月
iモード開始

その他収入

(年度)

Stage1：拡大期

Stage3：
スマホ時代

Stage2： 成熟期

フィーチャーフォン時代

パケット収入

スマートフォン時代を迎え、収入の中核は
パケット収入＋その他収入へ
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モバイル通信市場の現状
NTTドコモの位置づけ

収入構造の変化

競争力強化に向けた取り組み
スマートライフのパートナーへ

「攻め」 に転じる各種施策・取り組み

更なる成長に向けた取り組み
中期経営計画

経営体質の強化



9© 2013 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

「スマートライフのパートナーへ」

便利・充実・効率的

楽しみ・喜び

安心・安全

『スマートライフのパートナーへ』『スマートライフのパートナーへ』
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「モバイル領域」と「新領域」を両輪としてスマートライフを実現

スマートライフ

モバイル領域の
更なる強化

新領域での
取り組み加速

普及促進普及促進

価値創造価値創造

「スマートライフのパートナーへ」の実現に向けて

パケット収入の増加

ユーザ基盤の更なる拡大

新たな収益の拡大

サービスプロバイダへの進化
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基本方針

ネットワーク
（クアッドバンドＬＴＥ）

料金・チャネル
（競争力のある割引プラン・対応力No.1）

お客様

サービス
（多彩なサービス）

デバイス（端末）
（充実のラインアップ）

お客様起点の原点に立ち返り、競争力の強化を目指す
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ドコモ ＬＴＥ あくなき努力

ドコモだけの クアッドバンドＬＴＥ

ネットワーク
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クアッドバンドエリアの拡大

クアッドバンドを活用して全国展開
都市部は特に充実

ネットワーク
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ＬＴＥ 基地局倍増計画

ＬＴＥ エリア拡大 順調に進展

４５,０００局

５２,０００局

２４,４００局

２.０ＧＨｚ

１.５ＧＨｚ

８００ＭＨｚ

３７,０００局

３０,０００局

２.０ＧＨｚ

１.５ＧＨｚ

８００ＭＨｚ

'１３.３ '１３.６ '１３.９ '１３.１２ '１４.３
（見込）

２.０ＧＨｚ

１.５ＧＨｚ

８００ＭＨｚ

１.７ＧＨｚ１.７ＧＨｚ

２.０ＧＨｚ

１.５ＧＨｚ

８００ＭＨｚ

１.７ＧＨｚ１.７ＧＨｚ

２.０ＧＨｚ

１.５ＧＨｚ

８００ＭＨｚ

１.７ＧＨｚ１.７ＧＨｚ

ネットワーク
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生活シーンのあらゆる場所で

ＬＴＥ 基地局倍増計画

全国の新幹線全駅

１００％
全大学主要キャンパス

１００％
大型集客施設

９６％

※文部科学省の公開情報等に基づく全国７７２校における主要キャンパスを対象に調査 （通信制大学は除く）

【ＬＴＥ エリア化率】 （２０１３年１２月末現在）

ネットワーク
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世界最速 １５０Ｍｂｐｓ どんどん拡大

ドコモのクアッドバンド ＬＴＥ

大阪環状線 山手線

１５０Ｍｂｐｓ導入済み

新宿

高田馬場

池袋

駒込

上野

秋葉原

東京

品川

代々木

渋谷

目黒

御徒町

有楽町

新橋

浜松町
田町

大崎
五反田

恵比寿

新大久保

目白

巣鴨
田端

西日暮里

日暮里

鶯谷

原宿

大塚

神田

西九条

野田

福島

大阪 天満

桜ノ宮

大正

京橋

大阪城
公園

森ノ宮

玉造

鶴橋

桃谷

寺田町
天王寺

新今宮

今宮

芦原橋

弁天町

都市部 主要駅・繁華街 高速エリア化

※ 「ｉＰｈｏｎｅ ５ｓ」「ｉＰｈｏｎｅ ５ｃ」においては、受信時最大１００Ｍｂｐｓを実現

※ ＬＴＥ通信の通信速度において。各社公表値に基づく （２０１３年１０月現在）。 東名阪の一部のエリアにて利用可。通信速度は技術規格上の受信時最大値であり、通信環境により変化します。

ネットワーク
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１つのエリアで６倍の人をつなぐ
「６セクタ基地局」

一般的な基地局
（オムニ式） ３セクタ基地局 ６セクタ基地局

ドコモ ＬＴＥ もっと快適に

電波を有効利活用

ネットワーク
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ＬＴＥ 通信速度 調査結果

クアッドバンド ＬＴＥ 効果 顕在化

18※ 画像はイメージです。

大阪
市内５０か所
（２０１３年１１月）

名古屋
市内５０か所
（２０１４年１月）

角川アスキー総合研究所

Ｎｏ．１

※ 名古屋・明治神宮は下り速度における順位

東京
明治神宮

（２０１４年１月）

ＲＢＢ ＴＯＤＡＹ

Ｎｏ．１ Ｎｏ．１

初詣時
自社調査
（２０１４年１月）

明治神宮

伏見稲荷大社

住吉大社

熱田神宮

Ｎｏ．１

ネットワーク
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Ａｎｄｒｏｉｄスマートフォン おすすめ３機種

10月24日販売開始

快適・ストレスフリーなスマホ

ＷｈｉｔｅＭａｇｉｃ
TM
ディスプレイ

3200mAh大容量バッテリー

心地よいサイズにXperiaを凝縮

超高画素数の多彩なカメラ機能

「タイムシフト連写」等

更に進化したＩＧＺＯスマホ

フルＨＤ ５インチディスプレイ

新感覚「グリップマジック」

12月19日販売開始
11月7日販売開始

デバイス
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ドコモ ケータイ（フィーチャーフォン）

P-01FN-01F

11月27日販売開始 10月25日販売開始

見やすさ屋外モード
使いやすさアップ

大容量バッテリ搭載で
長時間の待ち受け

デバイス
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ｉＰｈｏｎｅの販売開始
デバイス

ｉＰｈｏｎｅ発売後、取扱店舗拡大・在庫充実に伴い
純増数は改善傾向 春商戦は潤沢な在庫で挽回

携帯電話契約 純増数

（2013年）
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スマートフォン利用数2,200万突破
ＬＴＥ Ｘｉ契約数1,900万突破

スマートフォン利用数・Ｘｉ契約数

スマートフォン 利用数 ＬＴＥ Ｘｉ 契約数

デバイス
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お客様対応力 = 競争力の源泉

チャネルの強みを活かして

ドコモショップ満足度 コールセンター満足度

※ ドコモショップ満足度 ： 各キャリアショップに３ヶ月以内に来店したお客様を対象とした自社調査 （調査期間 ： １２/２０ ～ １２/２５） ドコモ ｎ＝９５０ ａｕ ｎ＝５６９ ソフトバンク ｎ＝４６６
※ コールセンター満足度 ： 各キャリアのコールセンターを３か月以内に利用したお客様を対象とした自社調査 （調査期間 ： １２/２０ ～ １２/２５） ドコモ ｎ＝１８３ ａｕ ｎ＝１９１ ソフトバンク ｎ＝１４６

携帯電話購入時

アフターサービス
Ｎｏ．１ アフターサービス Ｎｏ．１

料金・チャネル
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アフターの強みを活かして

５３２

１５５

安心のサポート体制

（万契約）

オペレーター

画面を共有

お客様

料金・チャネル
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学生は

若年層と家族にアプローチ

基本使用料 ３年間 ０円

※ 各種割引には条件有 詳細はホームページ等を参照

学生は

基本使用料 ３年間 ０円
その家族は

基本使用料 １年間 ０円
新規契約

機種変更

対象機種が
最大 １０,０８０円 さらに

おトク

学生は

１ＧＢｄマーケット複数契約で
データ量プレゼント

実質

ドコモの学割・学生家族いっしょ割

料金・チャネル
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'１１

３Ｑ ４Ｑ

'１２

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

'１３

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ

コンテンツ事業の変革と成長

２つのモデルでスマホ領域を拡大

サービス提供
モデル

プラットフォーム
モデル

ｄメニュー等

ｉＭｅｎｕ

コンテンツ取扱高

ｄマーケット等

サービス
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ｄマーケット
動画・音楽から日用品、旅行まで
てのひらですぐ買えて簡単・便利

デジタル
コンテンツ

ｅコマース
（商取引）

生活
サービス

動画 音楽 電子書籍 アニメ ゲーム

食品・日用品 ハンドメイド
作品

無
限
の
楽
し
さ
が
広
が
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

ファッション

学び 旅行

サービス

ｄビデオ：

430万契約※

ｄヒッツ：

１79万契約※

ｄアニメ：

１００万契約※
※：2014年1月31日現在
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健康
「体内時計」のリズムを整えるサポート

サービス

あなたにぴったりの
「生活リズム」をご提案
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身に着けるだけで消費カロリー・心拍数などのデータが
測定できる

健康プラットフォームと連携

健康プラット
フォーム

サービス

健康

ウェアラブル機能素材

ムーヴバンド
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リアル×モバイルサービス融合
HOME

GLOBAL

海外でも！

家庭でも！

リアルサービスの
便利さ・充実感を
モバイルで加速

世界文化遺産「和食」の普及

教育
サービス

ＡＢＣクッキングスタジオ
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子供用知育コンテンツ
親子層が支持

サービス開始わずか１カ月で２万契約突破

約４割がタブレットとセット購入

サービス

教育



32

配送管理

全ての“モノ”に通信を M2M
（Machine to Machine：機器間通信）

サービス

遠隔制御
カーナビ

位置情報

在庫管理
（自動販売機等）

遠隔検針

セキュリティ
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体内に入れた機器で出産等の兆候を検知・通知
分娩事故率を約１／１０まで削減（初産牛）

体温センサー

Ｍ２Ｍ
サービス

牛の発情・分娩検知システム
「モバイル牛温恵（ぎゅうおんけい）」
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専用端末

スマートフォンで健康管理
迷子時の検知・追跡

監視エリアから
外れると通知

Ｍ２Ｍ

運動、消費カロリーの管理

サービス

ペット見守りサービス「ペットフィット」
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 ２４時間 ９８０円～ 「海外１ｄａｙパケ」 スタート

グローバル事業の進展

'１２

３Ｑ

'１３

３Ｑ

系列 1

グローバル事業関連収入

 欧州モバイル／ｅコマース・ペイメント事業の拡大

 国内新領域サービスの海外展開

 日中韓キャリアとのサービス開発・連携の強化

 コネクサスを通じてアジア主要１０キャリアとの連携推進

 グアムにおける固定・ＣＡＴＶ等とのバンドルサービス実現

（億円）

新領域事業

海外でもスマートライフ実現へ

約８１３

約６８５

（累計）（累計）

対前年同期
１９％増 キャリア事業

国際通信
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１２年度

３Ｑ累計

１３年度

３Ｑ累計

１３年度

（予想）

１５年度

（目標）

新領域収入の進捗

その他

メディア・コンテンツ
約３,０００

コマース
約３,０００

金融・決済
約２,５００

約１,６５０

約１,０５０

約９５０

約1,０００

４,６５０

目標に向け
順調に拡大

約２,２００

約１,６００

約１,４００

約１,８００

７,０００

１兆円
（億円）

３,７００

対前年同期
２６％成長
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競争力強化に向けた取り組み
お客様への提供価値 Ｎｏ.１

「攻め」 に転じる各種施策・取り組み

更なる成長に向けた取り組み
中期経営計画

経営体質の強化

モバイル通信市場の現状
NTTドコモの位置づけ

収入構造の変化
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パケット収入 １.５倍 （対２０１１年度）

スマートフォン契約数 ４,０００万

スマートＡＲＰＵ 約２倍 （対２０１１年度）

新領域収入 １兆円

中期経営指標 （2015年度）
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経営体質の強化

ネットワーク

研究開発

端末

販売

サービス

主
な
取
り
組
み

◆ 開発・調達・建設・保守 トータルで効率化

◆ 開発対象装置の選択と集中

◆ サービス開発の最適化

◆ 調達価格低減に向けた端末戦略の見直し
- 搭載機能・販売サイクル・調達方法の最適化、修理費の低減

◆ 店頭・コールセンター稼動の最適化
- オンラインショップの活用/業務プロセスの見直し

◆ サービスラインナップの最適化

１２年度 １３年度 １５年度

1,780億円
効率化

構造改革をスピードアップ
１５年度 ２,５００億円効率化へ

※ 効率化額は対１１年度比

２,５００億円
規模の効率化

５００億円効率化

３Ｑ実績 1280億円

年間計画1600億円
前倒し達成
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０６年度 ０７年度 ０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 

（計画）

設備投資

７,０００
７,５３７

効率化とＸｉへのリソースシフト
中期的に７,０００億円を下回る水準へ

ＦＯＭＡ
Ｘｉ

その他

ＰＤＣ

（億円）
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事業構造の変革と再構築

ダイナミックな変革により新たなステージへ

２０１４年７月実施

２０１４年７月 ２０１６年度末

新領域 ：＋１,０００人
法人営業：＋１,０００～２,０００人

【リソースシフトイメージ】

グ
ル
ー
プ
一
体
運
営

・ 新領域関連部門の人員増強
・ 開発体制/プロセスの見直し

・ 本社/支社/グループ会社の組織再編

・ 全国法人営業部門の人員増強
・ エリア拠点（支店）の組織再編
・ 地域密着型スペシャリストの活用

新領域 ：＋３００人
法人営業：＋５００人

ねらい 取り組み

営業力強化

新領域
取り組み強化

意思決定迅速化

業務運営効率化
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営業利益の推移

０６年度 ０７年度 ０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度

（計画）

.

（億円）

８,０８３

８,３１０
８,３７２８,３４２

８,４４７

８,７４５

７,７３５

８,４００

１３年度は８,４００億円を計画
できるだけ早期に９,０００億円達成を目指す ９,０００

・・・
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株主還元

０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度(予想)

配当額 配当性向
56

5252

48

６０

４３.０％
４３.８％

４４.１％

５０.１％ ５０.７％

60

（単位：円）

安定的配当の継続
国内トップレベル配当性向の維持

＊１３年１０月１日に実施した１：１００の株式分割を考慮

４８.８％
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最後に・・・

１．６,２００万の顧客基盤

２．ＮＷ品質・先進サービスに対する高い信頼

３．世界をリードする研究開発力

４．強固な財務体質

５．国内トップレベルの配当性向・利回り
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参考資料
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オペレーションの状況

２０１２年度
３Ｑ累計 (１)

２０１３年度
３Ｑ累計 (２)

増減
(１) → (２)

２０１３年度
(通期予想)

携
帯
電
話

契約数 【千】 ６０,９８８ ６２,１８２ ＋１,１９４ ６３,３９０

（再） ＦＯＭＡ ５２,３１０ ４３,１６０ －９,１５０ ３８,３９０

（再） Ｘｉ ８,６７８ １９,０２１ ＋１０,３４３ ２５,０００

（再） ｉモード ３４,９０９ ２７,８２６ －７,０８３ ２４,０３０

（再） ｓｐモード １６,１９３ ２２,２７１ ＋６,０７８ ２７,１６０

（再） 通信モジュールサービス ３,０００ ３,３０３ ＋３０３ -

純増数 【千】 ８５９ ６４６ －２１３ １,８５０

販売数 【千】

（端末持込分含む）

販売数 １７,５７０ １６,０６５ －１,５０５ -

Ｘｉ

新規 １,７７６ ３,０９３ ＋１,３１７ -

契約変更 ５,００２ ５,４７２ ＋４７０ -

機種変更 ３７９ １,７７２ １,３９３ -

ＦＯＭＡ

新規 ３,４２６ ２,１４２ －1,２８４ -

契約変更 １７ ４６ ＋２９ -

機種変更 ６,９７１ ３,５４０ －３,４３０ -

解約率 【％】 ０.８０ ０.８３ ＋０.０３ -

総合ＡＲＰＵ 【円】 ４,８９０ ４,５７０ －３２０ ４,５３０

音声ＡＲＰＵ 【円】 １,８００ １,４２０ －３８０ １,３２０

パケットＡＲＰＵ 【円】 ２,６９０ ２,６６０ －３０ ２,７００

スマートＡＲＰＵ 【円】 ４００ ４９０ ＋９０ ５１０

ＭＯＵ 【分】 １１９ １０８ －１１ -
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主なサービスの状況

２０１３年度
２Ｑ (１)

【前四半期】

２０１３年度
３Ｑ (２)

増減
(１) → (２)

ｄマーケット

ｄビデオ 会員数 （万契約） ４４６ ４３４ －１２

ｄヒッツ 会員数 （万契約） １５５ １７３ ＋１８

ｄアニメストア 会員数 （万契約） １０１ ９８ －３

ｄミュージック 累計ダウンロード数 （万ＤＬ） ２,６５０ ２,９２０ ＋２７０

ｄブック 累計ダウンロード数 （万ＤＬ） １６,７７０ １８,２８８ ＋１,５１８

ドコモサービスパック

おすすめパック （万契約） １４２ ２０６ ＋６４

あんしんパック （万契約） ２６３ ３４０ ＋７８

その他新領域

カラダのキモチ （万契約） ２３ ２６ ＋３

ＮＯＴＴＶ （万契約） １４８ １５３ ＋５
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主要な財務指標
２０１２年度

３Ｑ 累計

２０１３年度
３Ｑ 累計

２０１２年度
期末

２０１３年度
期末 （予想）

収益性・効率性に関する指標

ＥＢＩＴＤＡ （億円） １２,２１４ １２,３３４ １５,６９３ １５,８１０

ＥＢＩＴＤＡマージン （％） ３６.２ ３６.７ ３５.１ ３４.１

フリー・キャッシュ・フロー （億円） ２９４ ８６４ ２,２５６ ３,０００

ＲＯＥ （％） ※当社に帰属する四半期当期純利益÷株主資本＊ － － ９.４ ９.２

ＲＯＣＥ （％） ※営業利益÷（株主資本＋有利子負債） ＊ － － １５.３ １４.６

安全性に関する指標

株主資本比率 （％） ※株主資本÷総資産 ７５.１ ７７.２ ７４.９ －

Ｄ／Ｅ レシオ （倍） ※有利子負債÷株主資本 ０.０４８ ０.０４０ ０.０４７ －

有利子負債／ＥＢＩＴＤＡ倍率 （倍） － － ０.１６ －

株式価値に関する指標

ＥＰＳ （円） ※1株当り当社に帰属する当期純利益 － － １１８.４１ １２２.９９

ＰＥＲ （倍） ※時価総額÷当社に帰属する当期純利益 － － １２.０ －

ＰＢＲ （倍） ※時価総額÷株主資本 １.０ １.３ １.１ －

配当性向 （％） － － ５０.７ ４８.８

配当利回り （％） 年間配当金額÷期末株価 ４.８ ３.５ ４.２ －

時価総額 （億円） 期末株価×発行済み株式数（自己株式除く） ５１,４２０ ７１,５３２ ５８,９２５ －

＊ ＲＯＥ 及び ＲＯＣＥの計算に使用している株主資本及び有利子負債は前期末と当期末の平均値


